
1 

 

 

組合特別職報酬の改定について 

 

１ 改定理由 

本組合の特別職の報酬の額については、令和２年１１月の総務消防常任委員会で報告した改定の考

え方及び検討結果（以下「改定基準」という。）に基づき、一部事務組合はその基礎となる構成市町村

の事務の一部を処理する団体であることから、中心市である米子市長の給料の額をベースに、予算規

模等を勘案して定めることとしている。 

令和８年４月から米子市長の給料の額が改定されることに伴い、本組合特別職の報酬の額を令和８

年４月から改定しようとするもの。 

 

２ 算出方法及び方針 

  各特別職の報酬の額の改定に当たっては、次の改定基準により算出する。 

 （１）算出方法 

①管理者の報酬年額 

 米子市長の給料年額に、米子市と本組合の直近の予算規模比率及び従事日数比率を乗じた額 

②副管理者、議長、副議長、議員、監査委員（議員選任）の報酬年額 

 管理者の報酬年額に、管理者の報酬年額に対する各職の報酬年額の比率（対管理者報酬比率

（令和２年度時点の比率））を乗じた額 

③監査委員（識見を有する者）の報酬年額 

 その他の付属機関の委員の報酬日額に、年間の監査等実施日数（１２日）を乗じた額 

※ 監査委員（識見を有する者）の報酬は、他の特別職の報酬と比較して日当としての要素が強いと考えら

れるため、その他の附属機関の委員の報酬である日額をベースに年額を算出する。 

④その他の付属機関の委員の報酬日額 

 中心市である米子市と同額 

（２）その他取扱方針 

ア 中心市である米子市長の給料をベースに改定を行うことから、米子市長の給料の額が改定

される場合には、その都度、本組合の特別職の報酬の額の改定について検討を行うものとす

る。 

イ 県内類似団体との均衡を考慮し、上記の算出方法で算出した報酬額が、県内類似団体の特

別職の報酬額と著しく乖離する場合は、改定の是非について改めて検討を行うものとする。 

ウ 米子市長の給料額が増額改定となる一方で、算出に用いる比率の増減により、本組合の特

別職の報酬の算出額が減額となる場合は改定を行わないものとする。また、米子市長の給料

額が減額改定となる一方で、本組合の特別職の報酬の算出額が増額となる場合も改定を行わ

ないものとする。 

エ 介護及び障害認定審査会の委員の報酬日額については、委員となる医療関係者との調整が

別途必要であることなどの理由から、県内三広域の協議により県内で報酬日額を統一してい

るため、改定に当たっては、県内三広域の審査会担当部署において検討を行うものとする。 

 

 

 

資料１ 
令和８年１月３０日 

総務消防常任委員会 

事 務 局 総 務 課 
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３ 算出式及び算出額 

（１）管理者の報酬 

【算出式】 

市長の給料月額 1,012,000円×12か月 × 予算規模比率 8.7％ × 従事日数比率 6.6％ 

【算出結果】（千円未満切捨て） 

年額 69,000円  

  （備考）予算規模比率及び従事日数比率の計算 

 米子市 組合 比率 摘要 

予算規模比率 

（一般会計予算） 
851 億円 74 億円 8.7％ 令和７年度当初予算 

従事日数比率 

（管理者の従事日数※１） 
243 日 16 日 6.6％ 令和６年度実績 

※１ 従事日数：管理者が、組合議会、正副管理者会議その他これらに係る組合用務に従事した日数 

（２）副管理者、議長、副議長、議員、監査委員（議員選任）の報酬 

【算出式】 

管理者報酬の改定後の額 69,000円 × 各職の対管理者報酬比率※２ 

【算出結果】（千円未満切捨て） 

職名 報酬の額（年額） 対管理者報酬比率 

副管理者 55,000 円 0.80 

議長 51,000 円 0.74 

副議長 41,000 円 0.60 

議員 37,000 円 0.54 

監査委員（議員選任） 19,000 円 0.28 
 

※２ 対管理者報酬比率：改定基準により令和２年度時点の対管理者報酬比率（令和 6年 4月 1日改定の計算に用

いた比率と同じ） 

（３）監査委員（識見を有する者）の報酬 

【算出式】 

その他の附属機関の委員報酬日額 7,500円×年間の監査等実施日数 12日 

【算出結果】 

年額 90,000円 

（４）介護及び障害認定審査会の委員の報酬 

現在のところ、県内三広域において委員の報酬額の改定について検討されていないため、改定

は行わないものとする。 

（５）その他の附属機関の委員の報酬 

【算出方法】 

米子市のその他の附属機関の委員の報酬（日額）7,500円と同額 

【算出結果】 

日額 7,500円 
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４ 報酬の額の改定案 

上記の算出額は、県内類似団体の特別職の報酬の額と概ね均衡すると考えられるため、本組合特

別職の報酬の額を次のとおり改定する。 

職名 現行 改定後 

管理者 年額 64,000 円 年額 69,000 円 

副管理者 年額 51,000 円 年額 55,000 円 

議会の議員 議長 年額 47,000 円 年額 51,000 円 

副議長 年額 38,000 円 年額 41,000 円 

議員 年額 34,000 円 年額 37,000 円 

監査委員 議会の議員のうちから選任された委員 年額 17,000 円 年額 19,000 円 

識見を有する者のうちから選任された委員 年額 86,400 円 年額 90,000 円 

その他の附属機関の委員 日額  7,200 円 日額  7,500 円 

 

５ 今後のスケジュール 

・令和８年１月３０日   総務消防常任委員会にて改定案の説明 

・令和８年２月２０日   令和８年２月組合議会定例会への条例改正（案）及び当初予算の上程 

・令和８年４月 １日   報酬の額の改定 

 

 

 

 

 

 

【参考】 

〇現行の報酬の額及び改定年度 

職名 報酬の額 直近の改定 

管理者 年額 64,000 円  

副管理者 年額 51,000 円 

令和 6 年度 

 

議会の議員 議長 年額 47,000 円 

副議長 年額 38,000 円 

議員 年額 34,000 円 

監査委員 議会の議員のうちから選任された委員 年額 17,000 円 

識見を有する者のうちから選任された委員 年額 86,400 円 

介護認定審査会

及び障害認定審

査会の委員 

委員長(委員長の職務を代理した者を含む。) 日額 16,800 円 

平成 13 年度 
委員 日額 14,000 円 

その他の附属機関の委員 日額  7,200 円 令和 2 年度 
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〇県内類似団体の報酬の額 

職名 

中部 東部 

報酬の額 
直近 

の改定 
報酬の額 

直近 

の改定 

管理者 年額 50,000 円 

平成 10 年度 

年額 70,000 円 

平成 9 年度 

副管理者 年額 40,000 円 年額 48,000 円 

議会の

議員 

 

議長 年額 35,000 円 年額 45,000 円 

副議長 年額 31,000 円 年額 40,000 円 

議員 年額 30,000 円 年額 35,000 円 

監査委員 議会の議員のうちから選任された委員 年額 11,000 円 年額 17,000 円 

識見を有する者のうちから選任された委員 年額 75,500 円 年額 35,000 円 

代表監査委員 年額 85,800 円   

 

〇県内類似団体の管理者の報酬の額に対する議員等の報酬の額の比率 

職名 
対管理者報酬比率 

中部 東部 西部 

管理者 1.00 1.00 1.00 

副管理者 0.80 0.69 0.80 

議会の議員 議長 0.70 0.64 0.74 

副議長 0.62 0.57 0.60 

議員 0.60 0.50 0.54 

監査委員 議会の議員のうちから選任された委員 0.22 0.24 0.28 

 

〇米子市長の給料の額に対する米子市議会議員等の報酬等の額の比率 

職名 対市長給料比率 

市長 1.00 

副市長 0.83 

議会の議員 議長 0.57 

副議長 0.50 

議員 0.46 

監査委員 議会の議員のうちから選任された委員 0.03 

 



資料２－１ 

令和８年１月３０日 

総務消防常任委員会 

消 防 局 総 務 課 
 

 

消防施設個別施設計画及び第８次消防力等整備５ヶ年計画の一部変更について 

 

消防施設個別施設計画については令和３年１月開催の正副管理者会議において、第８次消防力等

整備５ヶ年計画については令和３年１１月開催の正副管理者会議においてそれぞれ承認され、その

後老朽化した消防庁舎の改修を計画的に行っているところであるが、これまでの改修実績から一部

庁舎の改修時期や計画額を変更するもの。 

併せて、老朽化した米子消防署の空調設備改修を計上するもの。 

 

１ 江府消防署生山出張所大規模改修事業及び独身寮大規模改修事業について 

（１）変更理由 

   江府消防署生山出張所は令和８年度に設計業務、令和９年度に改修工事を予定しており、隣接

する独身寮は令和１０年度設計業務、令和１１年度改修工事を予定している。 

独身寮は現在居住している職員はなく、一部倉庫として活用するなど、狭小な庁舎を補完する

形で使用している現状がある。 

以上のことから、当該出張所と独身寮の大規模改修を併せて検討・改修工事を行うことにより

効果的かつ経済的な改修を目指すもの。 

 

（２）変更のスケジュール（変更前：       変更後：       ） 

   

 

 

 

 

 

 

（３）主な検討事項 

  ア これまでの出張所庁舎改修を踏まえた、庁舎レイアウトについて（基本構想） 

  イ 独身寮の使用用途変更（寮 → 倉庫等）について 

  ウ 独身寮を廃止する場合の土地整理について 

 

（４）江府消防署生山出張所庁舎（S51 建築）の不具合について 

   個別施設計画及び最新の巡視点検(R6.11.7)による、主な不具合は以下のとおり。 

  ア 外 部：外壁、犬走り、車庫内壁面及び床面の劣化（クラック、浮き、シーリング劣化） 

  イ 屋 上：防水シートの劣化 

  ウ 内 部：仕上げ劣化（クラック、タイル浮き） 

  エ 敷 地：アスファルトの窪地及びホース洗い場のクラック 

築 50 年程度が経過し老朽化は進んでいるが、現在のところ緊急修繕が必要な箇所はないため、

当該出張所における設計業務・大規模改修の１年延期は影響ないと判断する。 

年度  
業務内容 Ｒ８ Ｒ９ Ｒ１０ Ｒ１１ 

改修内容 協議・検討     

出張所 
実施設計業務     

大規模改修工事     

独身寮 
実施設計業務     

大規模改修工事     
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２ 消防局庁舎大規模改修事業について 

（１）変更理由 

当該事業は令和９年度に設計業務、令和１０年度に改修工事を予定しているが、改修範囲が広

く（4812.90 ㎡）、効果的かつ経済的な改修の協議に時間を要すことから、以下のとおり令和９

年度までに協議・検討を行い、その後の改修方針を決定するもの。 

 

（２）変更のスケジュール（変更前：       変更後：       ） 

 

 

 

 

 

 

※設計業務及び改修工事は、改修範囲の規模から当初の１年間から２年間の想定とした。 

 

（３）主な検討事項 

  ア 改修方針の決定（基本計画書・基本設計業務の必要性についても検討） 

  イ 改修時の業務継続方法について 

  ウ 改修時の講習会・演習訓練等開催場所について 

  エ 車両大型化・増台に伴う車庫の増設又は新設について 

  オ ３階指令センターの改修内容及び方法について 

  カ 訓練棟（トレーニングルーム）における女性専用施設整備について 

 

（４）消防局庁舎（H5建築）の不具合について 

   個別施設計画及び最新の巡視点検(R6.11.14) による、主な不具合は以下のとおり。 

  ア 外 部：外壁、犬走り、雨水用排水路及びベランダ手摺の劣化(クラック、浮き、破損) 

  イ 屋 上：塗装部分の剥離 

  ウ 内 部：仕上げ劣化（クラック、タイル剥がれ）、３階職員階段部分の雨漏り 

  エ 敷 地：建物周辺地盤沈下、アスファルト亀裂、フェンスの劣化 

  オ 訓練棟：外壁クラック、鉄骨部の錆、避難器具（訓練用）の破損 

   築 30 年以上が経過し老朽化が進んでいるが、現在のところ緊急修繕が必要な箇所はないため、

設計業務・大規模改修の２～３年延期は影響ないと判断する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

年度 
業務内容 Ｒ８ Ｒ９ Ｒ１０ Ｒ１１ Ｒ１２ Ｒ１３ 

改修内容 協議・検討       

業務
(案) 

基本計画書策定       

基本設計業務       

実施設計業務       

大規模改修工事       

協
議
後
決
定 
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３ 大山消防署中山出張所大規模改修事業について 

（１）変更理由 

   上記１及び２の事業内容変更に伴い、各年度に事業が重複することがないよう、事業年度の 

変更を行うもの。 

 

（２）変更後のスケジュール（変更前：       変更後：       ） 

 

 

 

 

（３）大山消防署中山出張所庁舎（S60 建築）の不具合について 

   個別施設計画及び最新の巡視点検(R6.10.28) による、主な不具合は以下のとおり。 

  ア 外 部：外壁の劣化（塗装剥離、亀裂） 

  イ 屋 上：モルタルの浮き 

  ウ 内 部：仮眠室雨漏り 

  エ 敷 地：フェンス基礎の劣化（クラック） 

   築 40 年以上が経過し老朽化が進んでいるが、現在のところ緊急修繕が必要な箇所はないため、

設計業務・大規模改修の１年延期は影響ないと判断する。 

 

４ 消防施設改修費用の変更について 

（１）変更理由 

消防施設の大規模改修工事は、当組合公共施設総合管理計画に基づき更新単価 250 千円/㎡ 

仮設庁舎建設費用 11,600 千円として計画額を算出していた。 

その後、社会情勢等の変化に伴い令和５年度に見直しを行い、更新単価約 350 千円/㎡、仮設

庁舎建設費用 17,000 千円（R5.11 事務局施設管理課積算）として、第８次消防力等整備５ヶ年

計画（令和３年度～令和９年度）の計画額変更を行っている（消防局庁舎除く）。 

このたび、消防施設個別施設計画についてもスケジュール変更と併せて計画額の変更を行う

もの。 

   また、実績に伴い設計費を工事費の 20％から 10％に変更する。 

 

（２）変更額                              （単位：千円） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※消防局の工事費及び設計費に変更はないが、各年度の事業費を総額の２分の１とした。 

年度 
業務内容 

Ｒ１０ Ｒ１１ Ｒ１２ 

実施設計業務    

大規模改修工事    

 工事費 設計費 

変更前 変更後 差額 変更前 変更後 差額 

弓浜出張所 
251.88 ㎡ 

74,500 105,000 30,500 R7 に実施。予算額 11,552 千円 

生山出張所 
229.70 ㎡ 

69,000 97,000 28,000 11,400 9,700 △1,700 

中山出張所 
330.29 ㎡ 

94,100 132,000 37,900 16,500 13,200 △3,300 

生山寮 
107.00 ㎡ 

26,700 37,000 10,300 5,300 3,700 △1,600 

古峠山中継所 
28.73 ㎡ 

7,100 10,000 2,900 1,400 1,000 △400 
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５ 米子消防署空調設備改修工事について 

（１）変更理由 

米子消防署空調設備については、平成 19 年度の整備から 18年以上が経過しており、特に近年

故障が頻発している。 

   今後故障が発生した場合、故障部位によっては交換部品の調達が困難であることから、早急に

改修を行うもの。 

   なお、空調設備については各施設の老朽化の状況を踏まえ、都度更新時期を検討している。 

 【参考：他団体（県内消防局）の空調設備改修方針】 

  ・東部消防局・・・15 年を更新の目安としている。 

  ・中部消防局・・・老朽化の状況を踏まえ、都度更新時期を検討している。 

 

（２）改修時期 

   令和９年度 

 

（３）改修費用 

   54,648 千円 
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協議・検討  設計業務  庁舎改修工事 実施設計業務 庁舎改修工事(前期) 庁舎改修工事(後期)

240,600

基本計画書策定 基本設計業務

60,100

設計業務 庁舎改修工事

24,027 機能強化工事

248,570

設計業務 移転・新築工事 庁舎解体工事

126,200 631,000 31,000

9,400

設計業務 庁舎改修工事

14,330 129,800

9,400

設計業務 庁舎改修工事

14,080 82,000

9,400

設計業務 庁舎改修工事

12,500 105,000 74,500

9,400
 設計業務  庁舎改修工事 庁舎改修工事

94,100 132,000
16,500

協議・検討 9,400 9,400

13,200
 設計業務  庁舎改修工事 庁舎改修工事

11,400 69,000 97,000

協議・検討 9,400 9,400

9,700
協議・検討 設計業務  設計業務  改修工事

3,700 5,300 26,700

改修工事

37,000

協議・検討 設計業務 改修工事

1,000 1,400 10,000 7,100

指令・無線設備等移設関係

生山寮

 指令・無線設備等移設関係 指令・無線設備等移設関係
生山出張所

設計業務

指令・無線設備等移設関係

指令・無線設備等移設関係

設計業務

　伯耆出張所

弓浜出張所

中山出張所
 指令・無線設備等移設関係

204,500 1,226,200

※工事費　　　・大山消防署、江府消防署、南部出張所の工事費用については、本組合施設管理課が改修工事内容に基づき算出したもの。

※設計費　　　・「公共施設等総合管理計画」に基づき、工事費の２０％で算出したもの。

合計 262,900 265,400 654,480 13,400 319,000

 　　　　　　　　 ・令和８年度以降は「建物総延べ床面積×更新単価（大規模改修35万円/㎡）」で算出したものに仮設庁舎費用（17,000千円）を含めたもの。【R5.11時点　事務局施設管理課積算】

　　　　　　　　　・令和８年度以降は実績に基づき工事費の10％で算出したもの。

83,300 137,300  742,900 0 601,500 0

　　　　　　　　　　なお、今後の社会情勢等の変化により、更新単価は変動する場合がある。

古峠山無線
中継所

　　　　　　　　　・その他の庁舎改修工事費用は「公共施設等総合管理計画」に基づき、「建物総延床面積×公共建築物分類別更新単価（大規模改修25万円/㎡）」により算出したもの。

24,027 134,900 114,400 95,300

2021(R3) 2022(R4) 2023(R5) 2024(R6) 2025(R7) 2026(R8) 2027(R9) 2028(R10) 2029(R11)

消防施設個別施設計画（別表）

2030(R12) 2031(R13)

601,500
消防局

1,203,000 601,50060,100

大山消防署

指令・無線設備等移設関係

江府消防署

皆生出張所

南部出張所

資料２－２
令和８年１月３０日

総務消防常任委員会

消 防 局 総 務 課



南部出張所庁舎改修工事 129,800 江府消防署庁舎移転・新築工事（前期） 143,000 江府消防署庁舎移転・新築工事（後期） 517,000 弓浜出張所庁舎改修工事　 105,000  生山出張所庁舎改修工事　　 97,000

江府消防署庁舎設計業務 126,200 伯耆出張所庁舎設計業務 11,500 伯耆出張所庁舎改修工事　　  　115,000  生山出張所庁舎設計業務 9,700  消防局庁舎設計業務 120,300

弓浜出張所庁舎設計業務 10,500 生山出張所庁舎設計業務 9,700

江府消防署庁舎解体工事 31,000 米子消防署空調改修工事 54,648

南部出張所庁舎改修工事に伴う移設 伯耆出張所庁舎改修工事に伴う移設 弓浜出張所庁舎改修工事に伴う移設  生山出張所庁舎改修工事に伴う移設

9,400 9,400 9,400 9,400

江府消防署庁舎改修工事に伴う移設

9,400

水槽付消防ポンプ自動車 皆生タンク車・２１年（緊援） 61,200 大山タンク車・２１年（緊援） 61,200

救　助　工　作　車 境港工作車・26年（緊援） 122,300

化学消防ポンプ自動車 境港梯子車・２７年（防衛） 236,400 境港化学車Ⅱ型・25年（防衛） 71,300 米子梯子車・２６年（緊援） 260,000

梯　子　車

南部救急車・１０年（緊援） 33,700 米子救急1号車・１０年（緊援） 33,700 皆生救急車・１０年（緊援） 33,700 弓浜救急車・１０年（防衛） 33,700

伯耆救急車・１０年 33,700 大山救急車・１０年（緊援） 33,700

指　　揮　　車 米子指揮車・１７年 9,200

9,800 0 1,461,200

0 14,100

520,800 188,200 　2,428,600 　　469,300 479,000 192,948 355,300

  ・令和６年度以降の庁舎設計業務費用については工事費の１０％で算出したもの。
◆高機能消防指令センター・消防救急デジタル無線更新事業について
　・２カ年事業への変更に伴い、事業開始年度の令和６年度は０円計上とし、計画額を事業完了年度の令和７年度へと変更する。

 ※消防庁舎大規模改修等に係る費用（概算）

 ◆工事費・設計業務委託費について
　・南部出張所庁舎改修工事費、江府消防署庁舎設計業務費及び移転・新築工事費は本組合施設管理課により算出したもの
  ・令和７年度以降の庁舎改修工事費用については「建物総延床面積×更新単価（大規模改修35万円/㎡）」で算出したものに仮設庁舎費用（17,000千円）を含めたもの。 【R5.11時点　事務局施設管理課積算】
　なお、今後の社会情勢等の変化により、更新単価は変動する場合がある。

鳥取県西部広域行政管理組合消防局　　（単位：千円）

　　　　　　　　　　年　度

　　　区　分
令和５年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度

第８次消防力等整備５ヶ年計画

そ　の　他　特　殊　車
（NBC特殊搬送車）

庁
舎

消防施設改修工事に伴う
指令・無線設備等移設関係

　
　
車
両
等
の
更
新
整
備

消防施設の改修等

大規模特殊整備
(梯子車オーバーホール)

消防ポンプ自動車

高規格救急車
高度救命処置用資機材

合　　　　　計

そ
の
他

指
令
施
設
等
の
維
持
管
理

高機能消防指令センター・消防救急デジタル
無線更新に係る調達支援事業

高機能消防指令センター・消防
救急デジタル無線

高機能消防指令センター・消防救急デジタル
無線更新事業（前期）

高機能消防指令センター・消防救急デジタル
無線更新事業（後期）

高機能消防指令センター・消防救急デジタル
無線更新に係る構築監理事業（後期）

高機能消防指令センター・消防救急デジタル
無線更新に係る構築監理事業（前期）

資料２－３
令和８年１月３０日
総務消防常任委員会
消 防 局 総 務 課



 

 

 

 

 

 

 

 

令和７年中における火災・救急統計について 
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  鳥取県西部広域行政管理組合消防局 
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令和８年１月３０日 

総務消防常任委員会 

消 防 局 総 務 課 



 

 



火災概況 

 

１ 市町村別火災状況（P2） 

 （令和 7 年 12 月中の火災については調査中のものもあり速報値を記載） 

令和 7 年中の火災件数は 103 件で、前年と比較し 29 件増加しました。そのうち、建物火災は 41 件で前

年と比較し 6 件増加、林野火災は 0 件で１件減少、車両火災は 11 件で 5 件増加、船舶火災は 0 件で前年

と同数、その他火災は 51 件で 19 件増加しました。 

 市町村別に前年と比較し、米子市 12 件増、境港市 4 件増、日吉津村 1 件増、大山町 9 件増、南部町 6

件増、伯耆町 2 件減、日南町 3 件減、日野町同件数、江府町 2 件増となりました。 

  火災による死者は 6 名、負傷者は 17 名でした。 

  損害額は 26 億 6,392 万 5 千円で、前年と比較し 25 億 4,500 万円増加となりました。損害額の増加は、

令和 7 年に大規模な豚舎火災が発生したことが主な要因です。 

 

２ 出火原因（P2） 

  出火原因は「たき火」が最も多く 29 件、次いで「その他」が 20 件、「排気管」が 6 件、となっています。 

 前年と比較し「こんろ」、「排気管」、「たき火」、「その他」が増加、「たばこ」、「ストーブ」、「放火」による出火

原因が減少しました。 

 「その他」の主なものは、火のついたゴミ、間接雷、車両内配線、線香によるものなどです。 

 

３ 過去 10 年間の市町村別火災状況（P3） 

  過去 10 年の火災件数をみると、令和元年までは 100 件前後で推移していましたが、令和２年からは６年

連続で 100 件以下となり、令和７年は過去 10 年間でみると平均的な火災件数の年となりました。 

 

４ 総評 

  火災件数 103 件のうち、建物火災が 41 件と約 40％を占め、その建物火災の約 7 割が住宅火災となって

います。また、火災原因では、車両の排気管による火災が増加しています。 

  火災による死者 6 名は、住宅火災により 3 名、その他火災により 1 名発生しており、火災による死者 6 名

のうち 4 名が 65 歳以上の高齢者となっています。 

  令和７年の火災件数は、前年と比較し大幅な増加を示しました。特に草火災など「その他火災」の増加が

顕著であり、屋外での火の取り扱いに対する防火指導の重要性が一層高まっております。また、火災による

死者の３分の２は高齢者であり、高齢者に対する防火広報及び防火指導の強化が急務と考えます。 

今後は、地域全体における住宅用火災警報器の設置、維持管理を促進するとともに、高齢者をはじめと

する住民に対する効果的な防火啓発活動を推進し、火災による死者“ゼロ”の実現に取り組んでまいります。 
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救急概況 

 

１ 市町村別救急活動状況（P５） 

令和 7 年の救急出動件数は、13,751 件で前年と比較し 517 件の増加となりました。搬送人員は 567 人増

加し 12,906 人となりました。 

市町村別の出動件数は、米子市が 449 件増、境港市が 89 件減、日吉津村 11 件減、大山町 77 件増、南 

部町 40 件増、伯耆町 17 件増、日南町 7 件増、日野町 29 件増、江府町 4 件減、圏域外は 2 件の増となりま 

した。 

事故種別では、急病が 8，852 件（前年比 13 件増）、一般負傷が 2,170 件（前年比 261 件増）、転院搬送

が 1,502 件（前年比 171 件増）、交通事故が 694 件（前年比 46 件増）の順となりました。 

令和７年は、救急出動件数が増加（前年比約 104％）し、過去最多を更新する状況となりました。増加の要

因は、高齢者の一般負傷（転倒や誤嚥等）による増加、また高度な医療が必要な患者を専門医療病院へ転院

搬送する救急要請の増加により出動件数が増加したと考えられます。 

 

２ 令和７年（比較令和 6 年）月別出動（P６） 

1 月及び 2 月に大幅に救急要請が増加しましたが、これは新型コロナウイルス感染症、インフルエン 

ザウイルス感染症、感染性胃腸炎等の感染が拡大し、それに伴う救急搬送が増加したと考察します。 

  

３ 熱中症年別月別搬送人員（P７） 

令和 7 年の熱中症搬送人員は、前年より 4 人減の 290 人で過去最高であった前年に比べ微減の搬送者

数となりました。令和 7 年も 6 月の早い時期から長期に渡り高温の気象状況が継続したため、熱中症の救急

件数が前年とほぼ同様であったと考察します。また、重症例が 9 症例発生し、前年に次ぐ重傷者数となりま

した。年齢区分で見ると、高齢者の重症化が顕著であり、今後も高温の気象状況下での外出等の危険性を

広報する必要があると考えます。 

 

４ 過去５年間の市町村別救急活動状況（P８） 

救急出動件数は、令和 2 年に新型コロナウイルス感染症の影響により大幅に減少しましたが、令和４年に

は行動制限の緩和による人流が活発化し過去最多の件数となり、令和 5 年から令和 6 年、令和 7 年と更に増

加する状況となりました。 

 

５ 総評 

令和７年の救急出動件数の増加要因は、高齢者の一般負傷（転倒や誤嚥等）の増加に伴うものと考察しま

す。将来、各市町村の高齢化が進むにつれて、さらに救急件数が増加することが推測されます。 

   また、地球温暖化にともなう気候変動や、各種感染症の感染拡大に伴い救急件数が大きく増加する可

能性もあり、社会情勢を注視するとともに、災害対応体制の堅持に万全を期してまいります。 
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令
和
５
年

3
1
7

1
8

1
1
0

9
0

1
4

2
2
5
4

9
死
亡
２

重
症
５

令
和
６
年

3
1
7

3
2

9
4

9
9

4
9

0
2
9
4

4
0
重
症
１
１

令
和
７
年

3
9

4
0

1
2
3

8
3

3
1

1
2
9
0

-
4
重
症
９

Ｒ
７
重
症
内
訳

８
２
歳
男
性

９
３
歳
女
性

７
８
歳
男
性

５
９
歳
男
性

８
６
歳
女
性

５
８
歳
男
性

９
５
歳
男
性

８
７
歳
男
性

７
４
歳
女
性

２
　
屋
内
で
高
温
環
境
下
で
意
識
レ
ベ
ル
低
下
、
発
熱
、
シ
ョ
ッ
ク
状
態
に
な
っ
た
も
の
。

１
　
路
上
で
倒
れ
て
い
る
の
を
通
行
人
が
発
見
し
救
急
要
請
さ
れ
た
も
の
。

４
　
腹
臥
位
で
倒
れ
て
い
る
の
を
同
僚
に
発
見
さ
れ
た
も
の
。

９
　
居
室
内
で
倒
れ
て
い
る
の
を
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
職
員
に
よ
り
発
見
さ
れ
た
も
の
。

８
　
意
識
が
な
く
呼
吸
が
速
い
た
め
救
急
要
請
さ
れ
た
も
の
。

７
　
畑
で
倒
れ
て
い
る
の
を
発
見
さ
れ
た
も
の
。

６
　
自
宅
で
体
動
困
難
と
な
っ
た
も
の
。

５
　
自
宅
で
食
欲
不
振
と
な
り
動
け
な
く
な
っ
た
も
の
。

３
　
３
日
間
食
事
が
と
れ
ず
、
体
動
困
難
と
な
っ
た
も
の
。
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令
和

３
年

令
和

４
年

令
和

５
年

令
和

６
年

令
和

７
年

出
動

件
数

7,
00
8

7
,9
20

8,
38
0

8,
40
4

8
,8
53

搬
送

人
員

6,
52
9

7
,3
58

7,
81
6

7,
78
4

8
,2
68

出
動

件
数

1,
47
6

1
,6
84

1,
83
9

1,
85
9

1
,7
70

搬
送

人
員

1,
39
1

1
,5
96

1,
73
2

1,
77
2

1
,6
84

出
動

件
数

15
2

2
13

16
3

19
4

1
83

搬
送

人
員

14
7

2
03

15
6

18
6

1
68

出
動

件
数

82
2

8
94

91
3

96
4

1
,0
41

搬
送

人
員

76
4

8
38

86
3

89
9

9
65

出
動

件
数

45
0

4
80

52
8

50
2

5
42

搬
送

人
員

41
4

4
50

50
0

46
5

5
19

出
動

件
数

50
0

5
26

57
1

56
8

5
85

搬
送

人
員

46
3

4
99

54
4

53
9

5
55

出
動

件
数

32
5

3
20

34
4

32
4

3
31

搬
送

人
員

30
7

3
01

32
5

30
3

3
20

出
動

件
数

16
0

2
19

20
8

20
8

2
37

搬
送

人
員

15
8

2
08

19
4

19
5

2
29

出
動

件
数

21
8

1
86

23
8

20
8

2
04

搬
送

人
員

20
6

1
75

23
2

19
5

1
97

出
動

件
数

13
1
2

6
3

5

搬
送

人
員

13
9

3
1

1

出
動

件
数

11
,1
24

1
2,
45
4

13
,1
9
0

13
,2
34

1
3,
75
1

搬
送

人
員

10
,3
92

1
1,
63
7

12
,3
6
5

12
,3
39

1
2,
90
6

日
南

町

日
野

町

米
子

市

境
港

市

合
 
 
 
 
 
計

鳥
取
県
西
部
広
域
行
政
管
理
組
合
消
防
局

日
吉

津
村

大
山

町過
去
５
年
間
の
市
町
村
別
救
急
活
動
状
況
　
（
令
和
３
年
～
令
和
７
年
）
　

江
府

町

圏
域

外

南
部

町

伯
耆

町
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